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★燕岳(８月２２日夜～２４日)  
参加者 会員(障害者 4名、健常者 5名) 

会員外(障害者 1名、健常者 7名) 

 
 ２２日の金曜日夜新宿を出発して、村井駅の

近くにある信州健康ランドで泊まる。ここは、

各種の風呂があり、仮眠室で朝まで泊まること

ができるため、夜行では疲れる人などにお勧め

の場所です。 
 
 ２３日の早朝、健康ランドを出て、各駅停車

で穂高駅へ移動。そこからタクシーで中房温泉

に行く。中房温泉から、いよいよ急登の始まり

です。とにかく、登りはスタートが肝心。意識

して、スローリー、スローリーで登る。歩き始

めから１時間ほどで、第１ベンチに到着。第１

ベンチには、冷たくておいしい水が流れる水場

がある。中房温泉で入れた温かい水を入れ替え

る人もいた。ここまで、Nさんが遅れ気味だっ
たが、ここで休んでからは、順調に進むように

なった。 

 
 第２ベンチ、第３ベンチと急登にあえぎなが

らも、順調に高度を稼ぎ、富士見ベンチに到着。

ここでお昼にする。今日は天気がよいのだが、

残念ながら富士山は見えなかった。他の登山者

と、うっすらと見える「あれが富士山かな？」

と目を凝らしたが、確信は持てなかった。 
 富士見ベンチを過ぎ、少し急登を頑張ると、

尾根は緩やかになり、ほどなく合戦小屋に到着。

ここは、スイカが超有名だ。１切れ８００円だ

が、二人で分けて食べることにして、何人かが

スイカに食らいついた。お昼の代わりにうどん

を食べる人もいた。 
 
 ここから合戦沢の頭まではひと登り。ただ、

ここからいよいよ高山植物が登場する。コウメ

バチソウやハクサンフウロなどが楽しませて

くれる。合戦沢の頭に着くと、急に視界が開け

る。燕岳も、今日登る燕山荘も、そして餓鬼岳

や大天井岳とともに槍ヶ岳もよく見える。そし

て、ここからは高山植物がぐんと増えてくる。

ミヤマアキノキリンソウやトリカブト、トウヒ

レンの仲間も咲いている。タカネニガナやミヤ
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マリンドウなど、次々に楽しませてくれる。仕

上げは、燕山荘手前のお花畑だ。トリカブトや

ハクサンフウロに混じって、ヒメコゴメグサが

かわいい花を付けている。先に着いた人たちは、

早く来い早く来いと呼ぶが、このお花畑を楽し

まないで通り過ぎるわけにはいかない。 
 
 燕山荘について、小屋やテントの受付をすま

せ、生ビールで乾杯だ。小屋では、夜、バイオ

リンコンサートがあり、女性陣は美しい音色を

楽しんだらしい。夜、外に出ると、６万年ぶり

に大接近している火星が赤々と輝いている。持

ってきた望遠鏡を三脚にセットして見るが、酔

っぱらっているせいか、どうもピントが合わな

い。それでも、点よりは大きな火星を見て、満

足満足。天頂には白鳥座が翼を広げ、天の川が

ゆったりと流れていた。 
 
 翌日早く起きて、朝食を済ませ、山頂に向か

う。風もあり、とにかく寒い。途中からコマク

サが何とか咲いていてくれた。もう時期を過ぎ

ているため、花が少し黒ずんでいる。それでも、

咲いていて良かった。他には、白いトウヤクリ

ンドウが、これから花を咲かせようと、すっく

と蕾を立てていた。全員、山頂に到着し、寒い

中で剣はどこだと確認しあったり、記念撮影を

したりと忙しく動き回るが、さすがに寒さに耐

えきれず、早々に山頂を後にする。 

 
 小屋に戻って、パッキングをすませ、素晴ら

しい展望に別れを告げて、下山にかかる。急な

下りを、サポートを交代しながら、ゆっくり下

る。中には、ちょっと冒険をしたくて、勢いよ

く下る強者もいた。若者とそれに付き合う視覚

障害者のおじさん、名コンビは元気に下ってい

った。中房温泉に着いて、温泉で汗を流し、山

行の余韻を感じながら、車中の人になる。流れ

ゆく山の景色を楽しみながら、楽しかった思い

出などで、話の花を咲かせていた。参加したみ

なさん、本当にありがとうございました。 
 

★三頭山(９月７日) 

参加者 会員(障害者 6名、健常者 7名) 
会員外(障害者 1名) 

 
 都心部は、どんよりとした雲に覆われていた

が、まだ雨は降っていなかった。しかし、武蔵

五日市に着くと、周囲の山は雲に被われていた。

バスが都民の森に着く頃には、時々雨が降る霧

雨に変わっていた。しかし、この程度の雨なら、

問題はないため、花を楽しむことを目的に、出

発する。 
 しっかり整備された道を通って、鞘口峠（さ

やぐちとうげ）に向かう。早速、フシグロセン

ノウが迎えてくれた。さらに、ソバナやツリフ

ネソウ、ホトトギスが咲いている。ツリフネソ

ウは、所々群落を作って私たちを楽しませてく

れる。 
 鞘口峠からは、登りが急になる。ちょっと先

頭がペースを上げすぎたため、一人の女性が苦

しそうにしている。元気な人がザックを持って

あげて、ゆっくり歩くことにする。ゆっくり歩

くと、体調を取り戻し、山頂までたどり着くこ

とができた。今回が初参加のＴさんは、普段の

作業所での仕事と違って、楽しく話をしながら

歩いているので、とても嬉しそうだ。 
 登りの途中の見晴らし小屋で昼食にする。小

屋には、１０人ほどのパーティーがいたが、今

槍ヶ岳 
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回はあまり他のパーティーに会わず、三頭山に

しては非常に静かな山行となった。 
 見晴らし小屋は、展望が良いのだろうけど、

今日はガスに覆われて、何も見えない。ただ、

しっとりとガスに覆われた山も、なかなか味わ

いがあって、良いものです。 
 
 東峰を過ぎ、広い山頂の中央峰に１３時４０

分に到着。ここは、ブヨが多くて長居ができな

い。私は１カ所刺されてしまった。後から、大

きく腫れ上がってしまう。 
 三頭山からは、予定どおり大沢山経由で下る

ことにする。立派な避難小屋でトイレをすませ、

大沢山を越えて下りにかかる。この道は、今回

が初めてだったが、大滝が近づく頃になると、

岩が多くなり、少々歩きにくかった。それでも、

順調に大滝の上部で三頭山から直接下るルー

トと合流し、大滝に到着。少し行くと、サラシ

ナショウマやトリカブトが咲いていた。さらに

よく見ると、レンゲショウマも咲いている。 
 チップを敷き詰めた道をのんびり歩き、フシ

グロセンノウやヤマホタルブクロ、ホトトギス

などを楽しみながら下る。先にバス停に着いた

みなさんは、ソフトクリームを食べていた。私

たちは、ビールで乾杯。 

 
 
 

三頭大滝にて 

レンゲショウマ サラシナショウマ 

★☆★☆★参加者の方からお寄せいただいた感想文☆★☆★☆ 

○ 三頭山に参加して 
 三頭山。ああ忘れていません。はじめての登山で、めちゃくちゃばてたところです。 
 今回はどんなかなあ？とわくわくしていました。当日は時々雨も降って気持ちよい。山

歩きで雨が降るのを喜んだのは初めてです。参加者の笑顔は何とすてきなんでしょう。秋

めいた山の風景を肌に感じ、のんびり歩きながらたくさんの花にも触って感激しました。

急坂や岩のでこぼこも歩きにくいけど、なかなかおもしろい。ザックをしょってるのも忘

れるほどでした。また登りたい山です。 
 普段の生活でも山歩きの時でも、自分の目の見えないことは忘れています。それだけ周

りのみなさんが優しく接してくださっているからでしょう。サポートの方、参加者の方、

ありがとうございました。 
 私のモットーは、苦手なことも好きになって、いろんなことにチャレンジすることです。

書くことも苦手ですが、チャンスをいただいたので書いてみました。 
                                    記：Ｋ．Ａ 
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★景信山(９月２７日) 
 参加者 会員(障害者 6名、健常者 9名) 
     会員外(健常者 1名) 

 
 今回の山行は、Ａリーダーが風邪の為ダウン

し、臨時のリーダーをＥさんと２人で務めるこ

とになり、不安いっぱいの気持ちでお引き受け

しました。 
 全く自信は、ありませんでした。「事故をお

こしてはいけない。道に迷ったらどうしよう」

とあれこれ考えて、何度も地図を頭に入れて眺

め、何人かの人に集合場所の確認の TELをし、
Ｅさんと京王線の乗り場の確認の為に早く行

って見ましょうと前日に打ち合わせをし、ドキ

ドキの朝を向かえました。 
 皆さんにＡさんが参加できない事を告げる

と、何人かメールを受けたと言っていたので、

皆さんが「大丈夫がんばりましょう」って、時

間通りに出発しました。 
 高尾の駅で何人かのメンバーと合流し、Ａさ

んがいない事を告げ、ここまでやっとたどり着

いた事を喜び合って（ちょっと大げさかな）、

バス停に行く事を忘れる程盛り上がって、Ｙさ

んに「そろそろ並んだ方がいいよ」といわれて、

あわててバス停に。 
 登山口でＡさんの穴を埋める為、メンバーを

入れ替えて班編成し直しです。１班の頼もしい

男性と女性陣、そして２班のおしとやかな女性

陣というような顔ぶれで、声だしをして不安い

っぱいだった朝の気持ちが皆で理事長の居な

い分、盛り上げて行こう！という暖かい気持ち

で、もうすっかり天気のように晴れ上がってい

ました。 
 初参加でいつもご主人のサポートをしてい

るＨさんの奥様は、「私サポートしなくて良い

んですか？」って。「今日は、ベテランに任せ

て下さい」とＥさんＡさんのペアが頑張ってく

れました。 
 どうしても足の長い男性陣の班は、早くなっ

てしまいます。そこで、十二単を着ている女性

陣が先に行って、そろりそろりとくっちゃべり

ながら、笑いながら、なんなく頂上へ着いてい

ました。 

 
頂上では、持ちよった果物やお菓子やお漬物を

ぐるりと回しながら、１時間ほど「次何処に参

加する？」とか、それらの山に自分が参加でき

るか大丈夫かとか、いろいろ話していました。

Ｈさんもはじめてお会いしたとは、思えないほ

ど皆の中になじんで、めだかの学校のごとく談

笑し、お腹が一杯になったところで、いつもだ

ったらＡさんから地図をだして、山の説明があ

るんだけど、地図を出しても読めないもの同士

で、ああでもないこうでもないと言い合い、北

と南を間違えつつあの山は、○○山かな××山

でしょう、と講釈。そこにＹさんが現れて、正

しい見方をご伝授してくれ皆納得顔。 
 さあいよいよ下り。結構核心部が何箇所かあ

り、う～んこうゆうところがあっておもしろい

よ、楽しいよって、声も上がるほど皆元気！ 
 予定より一本前のバスに乗れるほど順調に

下山。 
 今回で２回目のＫさんもおしゃべりしなが

ら歩けるぐらいに余裕があり、きっと自信につ

ながったのでは、ないかと思います。 
 いつも理事長が側にいて頼りにし、付いてい

くだけだったことを改めて反省し、一方でこん

なに頼りになるメンバーが側にいてくれるん

だと、心強く感じた山行でした。 

景信山山頂にて 
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記：Ｈ．Ｎ  
 
★木曽駒ヶ岳(１０月４日～５日) 
参加者 会員(障害者 4名、健常者 7名) 

会員外(障害者 1名、健常者 1名) 
 

☆１０月４日（土曜） 
 バスの運転手さんより 本日は込み合ってい
ますのでロープウエーは２時間程度の待ち時

間となりますので 整理券をもらって下さいと
のアナウスがあり、みんなびっくり。ロープウ

エー近くのベンチで昼食を食べる。近くに１５

分程度の遊歩道があるというので足慣らしに

歩いてみた。 
 
 ２時少し前、ようやく黄色い整理券の呼び出

しが始まり、ロープウエーに乗り込むことが出

来た。定員６０名を乗せて終点の千畳敷（せん

じょうじき）駅２６５０m まで標高差１００

０m を７分３０秒で登りきった。２０００m
を過ぎると（Ｙさんの高度計によると）山の

木々は赤や黄色のとっておきのしゃれた衣装

を身に付けて私たちを迎えてくれた。 車内か
らは歓声が上がる。２時少し過ぎに、千畳敷駅

に着いた。 
 
 気温は６度。一枚重ね着をして手袋をはめた

がまだ寒い。ここで参加したメンバーの声出し

をした後、Ａさんから氷河の浸食によって出来

たという、カールについての説明を受けてから、

２：３０過ぎにカールを右に見ながら歩き始め

る。乗越浄土（のっこしじょうど）への分岐点

の手前あたりでＡさんが以前冬の時期にこの

あたりで雪崩にあったと聞き、驚く。 
 
 この分岐点から乗越浄土までは、岩と石のご

ろごろしたジグザグの急登だ。海抜が高いせい

か息苦しくなり少し休憩してもらう。着込んだ

上着を一枚脱ぐ。振り返れば、南アルプスの上

に富士山、左に宝剣岳（ほうけんだけ）、右に

伊那前岳、正面に中岳が見える。 
 
 なにか白いものが見えると妻が言う。あられ

のようなものも降り出してきた。さあ、急いで

登らなければと思うが息も苦しい。 
 
 やっと登りきった所が乗越浄土だ。ほっとす

る間もなくあと２、３分で宝剣山荘だからと言

われ、歩き始める。３：３０過ぎごろ山荘に到

着。４：００過ぎ、部屋にてビールで乾杯。 
 
☆１０月５日（日曜） 
 晴天の朝、５：４０分ごろ宝剣岳の横に、ダ

イヤモンドのような後光に輝いた日の出を仰

ぐ。朝食後７：００少し前、木曽駒ヶ岳に向か

い出発。中岳を超えて、一時間ほどでついに駒

ケ岳２９５６ｍの頂上に立つ。 

 

宝剣山荘付近からの朝焼け 

木曽駒ヶ岳山頂にて 
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３０００ｍ近い山に登ったのは始めてなので

しばし感動。下りるのが惜しいようだが、８：

００ごろ下山開始。９：００ごろに宝剣山荘ま

で戻る。健脚７名は宝剣岳に登る。 
 
  ９：４０過ぎごろ千畳敷ロープウエー乗り
場に向かい下山開始。続々と登ってくる人たち

とすれ違いながら一時間ほどで山麓駅に到着。

一足早く整理券確保のために下山してくれた

Ｅさんと合流。 

 １１：００ごろロープウエーでしらび平へ。

バスにも順調に乗れ、高速バスの出発時間まで

約２時間ゆっくりと無事に下山できた喜びの

祝杯を上げた。 
 
 ３：００新宿行きのバスに乗り、途中少し渋

滞もあったが８時前に新宿駅に無事到着。解散。 
記：Ａ．Ｈ 

 

★経ヶ岳（きょうがたけ）(１０月１８日) 
参加者 会員(障害者 3名、健常者 4名) 

 
 ２日ほど前までは、良かった天気予報が、急

に変わって時々雨も降る変わりやすい天気に

なると変更になってしまった。それでも、歩き

出しはまずまずの天気。これなら、雨の心配も

ないのではないかと思ったが、少し甘かった。

１１時頃から時々雨が降るようになった。 
 
 本厚木からバスに乗り、半僧坊前（はんそう

ぼうまえ）で下車。少し車道を歩いて、山道に

入っていく。登山口の標識には、山頂まで１時

間１０分とあったが、そう甘くはなかった。途

中、ベンチがあり、展望の良いところがあった

が、ここを５３７ｍの標高点ではないかと思っ

たが、これも甘かった。樹林帯の中のなかなか

歩きにくい道をひたすら登る。ようやく林道に

でたが、ここが５３７ｍ標高点手前の林道だっ

た。 
 
 昼食時間が近づき、腹の減った体で、もう少

しで頂上だと言い聞かせ、頑張って登る。辿り

着いた山頂には、３パーティーで１０名くらい

の人たちがいて、ベンチが空いていなかったが、

二人連れのご夫婦（？）が、もう出発するから

と、席を譲ってくださった。山頂に着いたとき

には降っていなかった雨が、昼食が終わった頃

からまた降り出した。もう食べ終わったと思っ

たのに、Ａさんが大きなパンを食べ始めた。ま

あ、良く入るなと思いながら、私もひとつまみ

いただくことにする。 

 
 山頂からは、半原越（はんばらごえ）まで下

り、そこから林道には行かず、少し登り返して、

リッチランドに直接下る登山道を行くことに

する。登り返しがつらかったが、さらに下りは、

非常に急で滑り落ちないように、慎重に下った。

しかし、急な下りだけに、リッチランドに着く

のも早かった。リッチランドは、バンガローや

オートキャンプ場のあるレジャー施設だ。私た

ちは、管理センターで受付をして、別棟の露天

風呂にはいる。露天風呂は、なかなか風情があ

って良かった。 
 
 リッチランドから、バス停までは２ｋｍある

という。１時間に１本しかないバスなので、少

し急いで、ちょうど良い時間にバス停に到着し

た。今回は、雨にも降られましたが、少人数で

経ヶ岳山頂にて 
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家族的な雰囲気で楽しむことができました。  
 
★甲武信ヶ岳東沢釜ノ沢(１０月２５日～２６日) 
参加者 会員(健常者 2名) 
    会員外(健常者 1名) 

 
☆１０月２５日（土） 
 塩山からタクシーを飛ばして西沢渓谷入り

口に入る。この週末は、西沢渓谷周辺が紅葉の

ピークなのだろう、大勢の観光客が西沢渓谷へ

の林道を歩いている。私たちは、吊り橋を渡っ

たところで、入山禁止の看板の脇を通って東沢

に入る。 
 渓流シューズのフェルトが減るのがもった

いないので、しばらくは登山靴で行こうと思っ

たが、登山道になるまで渡渉が何度かありそう

なので、渓流シューズに履き替える。 

 
 沢登りは今回が２度目のＹさんは、石がごろ

ごろした川の中を歩くのが、少し苦手そうだ。

だが、無理に飛び石づたいに歩かないで、沢の

中にしっかりと足をつけて歩いている。 
 沢から古い登山道に入り、山ノ神を目指す。

アップダウンのある登山道を時々河原に下り

たりしながら進んでいくと、ようやく山ノ神に

到着。大きな石の陰で、昼食にする。 
 
 ここから沢通しに登っていく。どれも手強そ

うながらも美しい乙女ノ沢、東のナメ沢、西の

ナメ沢を通り過ぎる。岩に映える紅葉はどこま

でも美しい。今日は曇り空だが、バックが青空

だったら、一層美しかったことだろう。 
 
 ただ、今日中に行く予定だったヤゲンの滝の

上までは、時間的にかなり難しくなってきた。

釜ノ沢出合に１４時３０分ころ着けば行こう

と思っていたが、着いたのは１４時５０分。判

断に迷ったが、みなさん疲れもでているような

ので、ここで泊まることにする。 
 
 沢の対岸を見ると誰かが何か作業をしてい

る。何か仕事をしているのかなと思ったら、そ

の人は東沢に入ったばかりの河原で会った３

人組の中年の男性たちだった。作業をしていた

のは、薪拾いだった。どこにテントを張ったの

かと様子を見に行ったら、これからたき火をす

るので、良かったら一緒にやらないかと言って

くださる。これは楽しい宴会ができるなと思い、

テントはさっと張って、食料や飲み物を持って、

彼らのところへ行く。たき火を囲みながら、楽

しい山の話をしているうちに、夜のとばりが下

りはじめてきた。明日のために、今日は１９時

前にシュラフに潜り込んだ。 
 
☆１０月２６日（日） 
 朝は４時３０分に起き、朝食を済ませて、６

時に出発。昨日の男性３人に挨拶をして、先に

出発する。 

紅葉と美しいナメ 焚き火を囲んで別パーティーとの語らい 
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 まず現れる魚留滝（うおどめのたき）は、左

側の壁に立てかけてある薪に使ったような丸

太を利用して登る。その上の岩を登るが、安全

を期してロープで確保して登る。 
 魚留滝を過ぎると、この沢で最も美しい千畳

のナメが広がる。その上の４段ナメは、左側を

巻いて通過するが、一カ所、足場らしい足場の

ない箇所があり、ここもロープで確保して通過。

沢に戻るところも、ロープにぶら下がって下り

た。 
 さらにしばらく行くと、今度は曲り滝６ｍが

待っていた。ここは右側の巻き道を登って通過。 
 さらに行くと、いよいよこの沢で最も大きな

両門（りょうもん）の滝に到着。これから行く

東俣と西俣の双方から流れ落ちる滝が美しい。

ここで休憩していると、昨夜たき火をした３人

の男性が登ってきた。たき火をした周囲にＮさ

んの忘れ物があったそうで、持ってきてもらっ

たが、出てこないため、あとで出てきたらもら

うことにする。 
 
 彼らが先に登っていく。滝の右側から登って

いくが、落ち口へのトラバースをせず、そのま

ま上に登っていったので、我々もそうすること

にする。かなり滝の上まで来たところで、滝の

上部方向へトラバースし、ガレていたところを

下って、滝の上に下り立った。 
 
 続いて現れるヤゲンの滝は、右側のカンテ上

のところをブッシュを掴みながら超える。次の

６ｍ滝を右側から巻いて滝の上に降り立つ。こ

こから、しばらくは広河原（ひろがわら）の、

河原を歩く。昨日ここまで来て、テントに泊ま

っていた単独の人と会話を交わす。この方とは、

戸渡尾根（とわたりおね）の１８６９ｍまで前

後しながら行くことになる。 
 広河原で少しペースをあげたため、みなさん

疲れがでてきたようだ。水師沢（みずしざわ）

手前の１０ｍ滝の下に着くと、３人組がザイル

を使って１０ｍ滝を越えていくのが見えた。 
 我々も、ロープを付けて滝の右側のフェース

を登っていく。岩登り経験の少ないＹさんも順

調に登る。 
 次ぎに現れたのは、最後の滝、木賊沢（とく

さざわ）出合（であい）の１０ｍ滝だ。滝の右

側は少し難しそうに見えたので、もっと右側を

高巻いて行こうとするが、足場が悪く、かなり

高くまで登らないとならないため、戻って滝の

横をロープを使って登る。ここは、ちょっとし

た岩登りの雰囲気が味わえるところだ。後続の

二人とも、順調に登ってきた。 
 
 ここからは、沢の右手に付けられた踏み後を

登り、沢沿いに登っていく。途中で３人組が、

昼食タイムを取り、休憩していた。ここで休も

うかという意見も出たが、もうすぐそこに甲武

信小屋（こぶしごや）の水場が見えているので、

頑張ってそのまま登ることにする。水場で沢靴

を登山靴に履き替え、昼食にする。ここで水を

補給して、甲武信小屋を目指す。ようやく展望

も良くなり、国師ヶ岳（こくしがたけ）や金峰

山（きんぷさん）が見え始めた。ただ、この付

近の紅葉はすでに終わっていた。 
 甲武信小屋で休んでいた３人組の、「コーヒ

ーがうまいよ」という言葉に負け、小屋のコー

ヒーを注文した。本格的なコーヒーで、疲れた

体にしみいるようにおいしく感じた。 
 ３人組を見送り、小屋の親父さんに挨拶をし

沢床が美しい千畳のナメ 
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て、木賊山（とくさやま）を越え、戸渡尾根を

下る。木賊山の登りでは、後に甲武信ヶ岳の三

角錐が高く聳え、その右には２週間前に見た三

宝山（さんぽうざん）がたおやかな山稜を見せ

ていた。 
 
 急な戸渡尾根は、またシャクナゲの群生地で

もある。次々現れるシャクナゲを、咲いている

つもりで歓びながら下る。１８６９ｍのピーク

では、単独の方が休んでいた。彼に挨拶をして、

徳ちゃん新道のやせ尾根を下る。さすがに１３

００ｍの下りはきつい。しかし、カラマツやカ

エデなどの紅葉が楽しませてくれる。 
 ようやく林道に下り立ち、西沢渓谷入り口の

バス停を目指す。暗くなりはじめたバス停には、

数人の人が並んでいた。なんとか最終バスに間

に合い、西沢渓谷入り口をあとにする。バスの

中は、顰蹙を買うほど、同行のお二人はにぎや

かだった。 

 
★笠取山（かさとりやま）・雁坂峠（かりさかとうげ）・雁峠（がんとうげ） 

(１１月２日～３日) 
参加者 会員(障害者 2名、健常者 5名) 
    会員外(障害者 1名) 

 
☆１１月２日（日） 
 塩山からタクシーで雁坂トンネルのゲート

まで入りたかったが、西沢渓谷の手前から渋滞

が始まり、運転手さんの「ここから歩いた方が

早い」という言葉にしたがって、歩き始める。

タクシーが止まったところは、ちょうど雁坂峠

入り口のバス停直前だった。 
 少し盛りを過ぎた紅葉を、それでも楽しみな

がら舗装道路を登っていく。しばらく行くと、

タクシーで入る予定だったゲートが見えた。こ

こで１時間はロスしているため、この先の行程

が少し気がかりだ。 
 
 林道を過ぎ、沢に沿った左岸沿いの道をゆっ

くりと登っていく。所々、美しい紅葉が迎えて

くれる。枝沢を渡り、さらに本流の峠沢を渡っ

て、今度は右岸沿いに登っていく。 
 昔の人たちは、こんな道を越えて、甲州と武

州を行き来したのかと、しばし感慨にふける。

登山道脇には、枝に赤い実をぶら下げたマユミ

が美しい。井戸沢を渡ると、そこから急登にな

るが、道はジグザグに付いていて、それほどき

つくはない。登っていくと、クマザサ帯が現れ、

次第に展望が良くなる。三角錐の立派な黒金山

と麓の紅葉が美しい。斜面をトラバース（横切

り）し、少し登ると、そこが日本三大峠の雁坂

峠だった。明日越えていく予定の水晶山の右手

には、富士山がひときわ高く聳えていた。 

 
 峠から１５分くらい下ると、煙突から煙を上

げる雁坂小屋に到着した。部屋の場所などを案

内してもらい、小屋から外に出たら、どこかで

見かけた顔が。お互いに、顔を見合わせる。Ｂ

ＳＥの疑いのある私は、なかなか名前を思い出

せず、聞くとＴさんだった。Ｔさんは、今回は、

新ハイキンググループの個人山行で来ている

そうだ。 
 小屋に入って、新ハイのみなさんに挨拶をし

て、隅でこちらも乾杯をさせてもらう。飲んで

いたメンバーも、消灯の８時少し前に布団に入

って休む。 

青空の下、雁坂峠を目指す 
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☆１１月３日（月） 
 昨日、お願いしていた５時半に朝食を取り、

６時１５分に小屋を出発する。今日行く方向と

反対になる雁坂峠方面には向かわず、これから

縦走する稜線に向けて登り返す。 
 稜線にでて、水晶山を目指す。倒木は、多量

のコケに覆われ、緩やかな時間の流れの中で土

に帰ろうとしている。全盲のＡさんにもコケに

触れてもらい、ふかふかの感触を味わってもら

う。 
 緩やかに登っていくと、水晶山に到着。今回

の山行での最高峰だ。ここからは、いくつかの

ピークを越えながらも、次第に下っていく。

時々、樹林が切れて、展望が良くなる。黒金山

や南側には大菩薩嶺が見え、東側に和名倉山が

見えるところもあった。古礼山（これいやま）

を越え、シャクナゲが現れ始めると、燕山（つ

ばくらやま）に到着。少し休んで、雁峠に向か

って下る。少し下ると、正面に急角度でせり上

がる笠取山が見えてきた。その下には、草原状

の雁峠が広がっている。ジグザグの道を通らず、

直線的に下る道を選んで下る。 
 雁峠は、クマザサなどに覆われた草原だが、

さすがに風が強い。休憩は雁峠小屋でしたいと

思い、行ってみたが、小屋は無人で荒廃してい

た。しかも、小屋へ通じる道には、白い紙とみ

たくないものがあった。 
 小屋に通じる道に入る手前で、ザックを置い

て笠取山を往復することにする。少し行くと、

素晴らしい草原が広がっていた。風に揺れるス

スキの穂が美しい。小さなピークに立つと、そ

こには「小さな分水嶺」の看板と、石碑があっ

た。石碑は、三面になっていて、富士川と多摩

川、そして荒川と書いてある。ここが、三つの

川の分水嶺になっているところだ。 
 草原を越え、笠取山山頂に通じる最後の急登

にかかる。ここは、防火帯なのか、山頂から一

直線に木が刈り払われているようだ。最後の岩

場を、岩に掴まって越えると、山頂に到着。先

に着いたメンバーは、水神社の水をみたいと先

に山頂をあとにして、下っていった。山頂は、

素晴らしい展望だが、雲が迫ってきて、時折、

視界を遮る。 

 
 山頂をあとにして、雁峠に戻る。風を避けて、

昼食をすませ、風の吹き付ける西側に向かって

下り始める。少し下りると、嘘のように風がな

くなった。何度か沢を渡り返し、林道に到着。

今年初めてツグミの声を聞いたり、沢に沿って

飛んでいくカワガラスをみたりしながら、新地

平（しんちだいら）のバス停を目指す。道路工

事の現場などを過ぎ、道を大きくカーブすると、

広瀬湖が見えてきた。バス停に着き、トイレを

すませ、ビールで乾杯を始めると、雨が降り始

めた。何というラッキー。歩いている途中で降

られなくて良かった。 
 傘を差してバス停に立っていてくれたＴさ

んのあとに続き、塩山行きのバスに乗り込む。 

 

 

素晴らしい草原の中で 
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★桧洞丸(１１月１６日) 
参加者 会員(障害者 3名、健常者 2名) 
    会員外(健常者 1名) 

 
 夜半の雨が嘘のように、家を出る頃には、星

空が広がっていた。２日ほど前までは、雨の予

報だったが、昨日くらいから急に雲が早く動い

て、雨を降らせる雲は、足早に東の空へ去って

いった。 
 今回は、新宿集合は４名だけ。家庭的な雰囲

気で、新松田に向かう。新松田駅で待っていた

Ｔさんと一緒にＡさんは、バスで西丹沢に向か

ってもらう。他の３名は、これまた新松田まで

車で来てくださった、今回が初参加のＨさんの

車の乗せていただき、西丹沢に向かう。 
 西丹沢からは、しばらく舗装道路を歩くが、

少し行くと売店があり、パンを売っていたので、

ＡさんとＴさんが、みんなのためにパンを買っ

てくださり、ご馳走になる。 
 車道から、沢沿いの道を登り、急な登りのあ

と、山腹をトラバースするように登る。桟道を

いくつか過ぎ、峠のようなところに出ると、パ

ッと視界が開け、木々の葉が美しい。紅葉した

木や黄緑色の葉を付けた木などが美しい。ここ

から、さらにトラバースを続け、１０時２０分

にようやくゴーラ沢出合に着いた。 
 ここからは、急な尾根がまずは階段登りから

始まる。さらに、鎖の付いた岩場。そして、段

差の大きい道をぐいぐい登っていく。対岸の林

道と高さが同じくらいになったところが、標高

880mくらい。さらに急登を頑張ると、傾斜が
落ち、標高 1,040mの小ピークに着く。そろそ
ろ、昼食の時間だが、展望園地の方が良いだろ

うと言うことになり、展望園地まで登る。 
 展望園地は、名前の通り、展望が良かった。

うっすらとだが、雲の切れ目に富士山が見えて

いる。白い衣装をまとった富士は、今年初めて

見た。いろんなおかずを持ってきてくれたＡさ

んとＴさんから、お裾分けをたくさんいただき、

みんなおなかは満腹。すでに、山頂まで行くの

は無理だと分かっているが、いけるところまで

いってみることにする。タイムリミットは、 
１４時。 
 ここからも、急登を繰り返し、時間を気にし

ながら登る。下山してくるパーティーと何度も

すれ違う。１４時になったところで、引き返す

ことに決定。標高は、約 1,300mだ。山頂まで
あと 300mくらいだが、まだ１時間くらいかか
るだろう。 

 
 下りは、急なため、慎重に下る必要がある。

全盲のＡさんのサポートをＴさんにしていた

だき、私はＵさんのサポートをする。統合失調

症の病を持つＵさんは、足下がおぼつかない。

足の置き場や、掴まる木などを教え、ゆっくり

と下る。Ｔさんは、自分のストックをＵさんに

貸してあげる。ストックの使い方が、まだぎこ

ちないＵさんだが、使ってみると、便利さに気

づいたようだ。 
 展望園地を過ぎ、かなりの高度を下ってきた

が、そろそろバスの時間が気になり出す。対岸

の車道と標高が同じくなるくらいのところか

ら、ＴさんとＡさんにペアで下ってもらう。ゴ

ーラ沢で一旦追いついたが、その後、二人はペ

ースを上げて下っていった。 
 あとの４名は、Ｈさんにラストを固めてもら

って、トラバース道をゆっくりと歩いていく。

日はすでに落ち、谷の底付近にいるため、かな

りくらいが、ようやく車道に到着。暗くなった

今日はここまで 



12/15 

車道を、ゆったりと歩きながら、Ｈさんの車に

乗せていただいて、新松田の駅に。バスに乗っ

たＴさんとＡさんは、少し遅れて、駅に到着。 

 電車の中で、Ｔさんが、終わってみると楽し

かったと言ってくれた。山頂に行けなかったけ

ど、かなり充実した山行でした。

 

 

 

 今回は、個人山行の報告はありませんでした

が、６月から８月にかけてスペインのサンチャ

ゴ巡礼にＴ．Ｔさんが行ってきました。その報

告をいただいていますので、紹介させていただ

きます。 

 
★スペイン サンチャゴ巡礼★ 

６月２６日－８月４日、スペインのサンチャゴ

巡礼に行き、３２日間、休まずに歩き続けて、

以下に述べる８００ｋｍの巡礼路を完走しま

した。 
＜サンチャゴ巡礼とは＞ 
キリスト教には、キリストの墓を詣でるエルサ

レム巡礼、聖ペテロの墓を詣でるローマへの巡

礼、聖ヤコブ（スペイン名・サンチャゴ）の墓

を詣でるサンチャゴ巡礼という、三つの巡礼地

がある。 
サンチャゴについては、９世紀頃、聖ヤコブの

墓が発見され、１０世紀頃に巡礼路が開かれた。

スペイン北部を東端から西端へと、巡礼最盛期

の１２世紀には、年間、５０－１００万人の人

がヨーロッパ各地から訪れ、今でも数万人の人

が歩いて、あるいは自転車でこの地に向かう。

この道は大きく分ければ、①標高１０００ｍか

ら１５００ｍの三つの峠越え、②乾燥した内陸

部・レオン周辺の、木陰がなく、延々と続く麦

畑の道、③大西洋に近く、雨が多く緑が多いガ

リシア地方の森の中を行く道の三つに分けら

れる。そして、中世の雰囲気を残すまちや村が

これらに彩りを添える。 
＜巡礼の最大の魅力＞ 
最大の魅力は、知らない人達と仲良くなれるこ

とにある。歩いている人達は皆仲間という感じ

で、目が合えば、お互いにニッコリとほほえみ

合い、言葉をかけ合う。サンチャゴでそれらの

仲間に会えば、抱き合い肩を叩き合って目的達

成を祝福しあう。 
＜アルベルゲとは＞ 
アルベルゲとは１０－２０ｋｍ置きにある巡

礼者向けの宿泊施設。宿泊費は無料か、せいぜ

い３－５ユーロ程度。中は、鉄パイプ製や木製

の２段ベッドが並んでおり、上に乗るとギシギ

シゆれる。また、マットは古く、中央が人型に

落込んでいるものもある。定員は５０－１００

人。私はここに２５泊した。 
＜誰でも歩ける＞ 
ところで、この道は、その人の脚力に合わせれ

ば、誰でもが歩けるところである。何回かに区

切って行く人もいる。歩くのも、１日２０ｋｍ

平均。また、見どころの多い都市では２泊し、

のんびり休養することも考えられるし、歩きた

いところだけを歩くことにして、あとは鉄道や

バス、タクシーを利用するというやり方も考え

られる。それと、暑い季節を避け、５月や９月

に行くという手もある。道は広くてゆるやか。

歩きやすいので視覚障害者にも十分楽しめる。 
どなたか行ってみませんか。 
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◆研修会参加 

・ ＮＰＯのための助成と融資説明会(９月
６日) ＮＰＯを支援するＮＰＯ法人で
あるＮＰＯクラブが実施した助成金の

説明会にＭ．Ａが出席しました。生活ク

ラブ生協のエッコロ福祉基金、ＮＰＯク

ラブの一歩君基金などが、当会で利用で

きそうに感じました。 

・ 助成金申請書、事業計画書の書き方 
(１０月１４日) ＮＰＯクラブが実施し
た説得力のある助成金申請書等の書き

方研修にＭ．Ａが出席しました。この研

修のあと、エッコロ福祉基金と一歩君基

金に助成金の申請を行いました。 
 

 
◆ホームページ情報 

 ホームページのアクセス数は、１１月２１日

現在約４４００のアクセスがありました。ホー

ムページでは、機関誌より早く情報を提供する

ことができます。パソコンなどをご購入の予定

がありましたら、事務局まで相談ください。 

 
◆その他報告事項 
・ 千葉県が発行しているＮＰＯ活動情報

誌「さぁ！ＮＰＯ」Vol.7(１１月末発行
予定)に、山仲間アルプの紹介記事が掲載
される予定です。 

・ 読売新聞日曜版の地方欄(千葉)にある
「がんばれＮＰＯ」という記事に、山仲

間アルプが掲載される予定です。(掲載日
は１２月７日予定) 

 

 

▲臨時総会開催 

 平成１６年１月１８日(日)に臨時総会を開

催します。詳細は、別紙総会の案内をご覧くだ

さい。お時間の許す方は、ぜひご参加ください。

また、参加できない方は、委任状の提出をお願

いします。 

 

△他ＮＰＯとの連携 

千葉県四街道市に拠点を置く「臨床心理教育

研究所 ポコ・ア・ポコの会」と知り合うこと

ができました。この会は、家に引きこもったり、

心に傷を持つ青少年を支援している会です。今

後、この会と連携し、会の山行を通じて、彼ら

を勇気づける活動を展開していきたいと考え

ています。また、彼らはきっと障害者の大きな

力になってくれるでしょう。みなさまのご協力

をお願いします。 

 

▼山行計画(２００３年度) 

 今後の山行計画は、別紙２００３年度山行計 画をご覧ください。 
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▽講習会計画(２００３年度) 

・ 岩登り講習会(日和田山) １２月１４日
(日) 詳細は別紙参照ください。 
 

 
 

・ 気象講習会(池尻地区会館) １月１８日
(日) １３時～１４時３０分(臨時総会
の前に行います) 参加費として一人 
２００円をいただきます。参加希望の方

は、電話などで申込みをお願いします。 
 
◆感想やご意見を募集中です！！ 

 山行に参加してみた感想を、ぜひ事務局まで

お寄せください。また、個人的にこんなところ

に行ってきたよとか、最近こんなことを思って

いるなどのご意見を随時募集中です。事務局ま

で、ぜひお寄せください。 

 
◇個人山行の計画 

 個人山行を計画されている方は、事務局まで

計画書を提出ください。計画書を提出していな

いと、スポーツ保険の対象にならない可能性が

大です。もしもの時のために、必ず提出するよ

うに心がけてください。 

 また、個人山行を計画している方で、みなさ

んに声をかけて募集したいという方は、事務局

までご連絡ください。青い鳥はがきなどで、会

員のみなさんに通知する作業を事務局の方で

行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◎新入会員のお知らせ 
 ８月以降、下記の方が新しく入会されましたので、よろしくお願いします。詳しくは、会員名

簿をご覧ください。 
 

【スポーツ保険のご紹介】 

 山仲間アルプで加入しているスポーツ保険は、掛け金が年間（４月１日から翌年

３月３１日まで）1,500円で、下記の補償があります。 
１．障害保険    死亡 2,000万円、後遺障害 3,000万円、入院(日額)4,000円、

通院(日額)1,500円 
２．賠償責任保険  身体賠償(１人 １億円、１事故 ５億円、免責 1,000円) 
        財物賠償(１事故 500万円、免責 1,000円) 

３．共済見舞金   160万円 
４．注記      雪山や沢登りなど、ザイル、ピッケル、アイゼンを使うよう

な山は、保険金の対象となりません。そのような山に行かれ

る方は、各自山岳保険に加入願います。 
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 正会員  ２名 

 賛助会員 ７名 

 
 

 

・理事長のつぶやき 

数人の会員の方から、山仲間アルプの山行

は『癒し系』の山行だという評価をいただき

ました。これは、リーダーが安全に対する配

慮を万全にした上で、「こうでなければなら

ない」という価値観を押しつけないことは当

然のことですが、山行に参加する会員のみな

さん相互の思いやりの賜です。今後とも、良

い雰囲気作りにご協力をお願いします。 

また、山仲間アルプでは、これから「障害

者に何かをしてあげる」という姿勢ではなく、

障害を個性として捉え、障害者でなければ持

ち得ない個性と、健常者の個性を互いに活か

しあうことによって、より良い社会貢献に繋

げていきたいと考えています。こちらも合わ

せて、ご協力をよろしくお願いします。 

 

・次回発行予定は、２月末頃です。 

参加申し込みやお問い合わせは事務局まで 
〒276-0022 千葉県八千代市上高野 1161-1-208 

NPO法人山仲間アルプ事務局  網干 勝 
TEL.047-484-8308 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

障害の有無も、年齢も、男女も関係

なく、みんなで山を楽しみたいね。

自然は、誰に対しても平等だよ！！ 


